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熱中症対策はできていますか？

林業労働災害防止 特別プロジェクト開催中！！

宮古労働基準監督署管内（宮古市、岩泉町、山田町、田野畑村）での死亡労働災害ゼロ
の継続日数が、令和5年8月1日時点で460日となりました。
令和2年は4名、令和3年は5名、令和4年は4名と、宮古労働基準監督署管内での死亡労
働災害は高止まりの状況でしたが、管内事業場の皆様の労働災害防止の取り組みにより、
令和5年は死亡労働災害の発生を防ぐことができています。
死亡労働災害や重大災害は、普段通りの作業（定常作業）よりも臨時の作業や予定にな
い作業（非定常作業）の際に発生する傾向があります。事前に作業の危険性を確認した上
で、リスクを減らす作業方法を選択することが重要です。
引き続きの取り組みをよろしくお願いします。

熱中アラーム

最近、非常に暑い日が続いていますが、熱中症対策にはどのようにしていますか。
一般的な対策として水分・塩分の補給、こまめな休憩がありますが、
労働者側からは言いづらいときもありますので、現場責任者の方が率先して、
労働者へ声をかけ、水分・塩分の補給や適宜休憩させるようにしてください。
また、熱中症のなりやすさはWBGT値が参考になるので、作業前や作業中に
適宜チェックするようにしましょう。



第14次労働災害防止計画に関して

・令和5年度から5年間、第14次労働災害防止計画に基づき、重点的に取り
組むべき事項を明確にして、労働災害防止対策の取り組みを促進します。

宮古労働基準監督署では、5項目を重点事項として取り組みの促進を行います。
①行動災害（転倒、腰痛）対策への取り組み
②製造業における機械によるはさまれ巻き込まれ災害防止の取り組み
③建設業における墜落転落災害防止のリスクアセスメントの取り組み
④道路貨物運送業における荷役作業における安全ガイドラインの措置の取り組み
⑤林業における伐木作業の安全ガイドラインの措置の取り組み

・労基署ニュースにおいても、上記5項目を順番に特集し、取り組みの促進を行う予定としています
ので、皆様ご確認いただき、参考にしてください。

「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」に基づく措
置を実施する林業の事業場の割合を2027年までに50％以上とする。

上記ガイドラインの実施事項を右
の表にまとめました。
各実施項目について取組（対策）
ができているかチェックしてみてく
ださい。

特に、死亡災害の事例を見てみ
ると、かかり木の不適切な処理
により労働災害が発生しているこ
とが非常が多いです。そもそもか
かり木にさせないことや、かかっ
てしまった場合の適切な措置を
講じるようお願いします。

× × ×「チェーンソーによる伐木等作業の
安全に関するガイドライン」本文は
コチラ


